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１ 
鵜
羽
神
社
と
鵜
羽
神
社
境
内
遺
跡 

 
 

社
記
に
よ
れ
ば
、
『
古
事
記
』
の
鸕
草
葺
不
合
尊
（
ウ
ガ
ヤ
フ

キ
ア
エ
ズ
ノ
ミ
コ
ト
）
が
お
産
ま
れ
に
な
ら
れ
た
場
所
が
こ
の
地

の
こ
と
で
、
豊
玉
姫
八
尋
の
産
屋
を
建
て
た
故
地
で
あ
る
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
八
尋
島
と
言
っ
て
い
た
の
が
、
後
世
に
屋
島
／
八

島
と
い
う
よ
う
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
鑑
真
和

上
が
屋
島
に
上
陸
し
た
際
に
、
当
社
で
請
願
を
行
っ
て
か
ら
山
上

に
登
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

こ

の

境

内

に

残

っ

て

い

る

遺

跡

が

鵜

羽

神

社

境

内

遺

跡

で

、
弥

生

時

代

後

期

か

ら

飛

鳥

時

代

に

か

け

て

土

器

製

塩

に

よ

る

塩

の

生

産

が

行

わ

れ

て

い

た

こ

と

が

発

掘

調

査

に

よ

っ

て

分

か

っ

て

い

ま

す

。
平

成

二

十

六 

鵜羽神社  



             

鵜羽神社境内遺跡発掘調査箇所  



年

度

か

ら

二

十

七

年

度

の

調

査

に

よ

っ

て

、
直

径

六

十

セ

ン

チ

メ

ー

ト

ル

程

度

の

、
古

墳

時

代

前

期
（

３

世

紀

中

頃

～

４

世

紀

代

）
の

竃

状

の

構

造

物

で

あ

る

こ

と

が

分

か

り

ま

し

た

。

ド

ー

ム

状

の

天

井

を

持

つ

構

造

は

、

海

水

の

注

ぎ

炊

き

に

は

不

都

合

な

構

造

で

あ

る

こ

と

か

ら

、
塩

づ

く

り

の

工

程

の

中

で

も

最

終

工

程

に

あ

た

る

焼

き

塩

の

行

わ

れ

た

竃

で

あ

る

可

能

性

が

想

定

で

き

ま

す

。
土

器

製

塩

の

具

体

的

な

痕

跡

を

初

め

て

確

認

す

る

こ

と

が

で

き

ま

し

た

。
ま

た

、
竃

状

の

遺

構

が

廃

棄

さ

れ

て

か

ら

も

、
盛

衰

は

あ

る

も

の

の

飛

鳥

時

代

ま

で

連

綿

と

塩

づ

く

り

が

な

さ

れ

た

こ

と

が

分

か

り

、
断

続

的

で

は

あ

り

ま

す

が

、
屋

島

西

沿

岸

が

連

続

的

な

塩

づ

く

り

の

一

つ

の

拠

点

で

あ

っ

た

こ

と

が

明

ら

か

に

な

り

ま

し

た

。 

竃状構造をもつ製塩施設  



２ 
屋
嶋
城
跡
（
浦
生
地
区
） 

 

い
わ
ゆ
る
浦
生
の
石
塁
は
、
最
初
に
屋
嶋
城
跡
の
遺
構
と
し
て
注
目
さ

れ
た
も
の
で
す
。
明
治
六
年
に
描
か
れ
た
「
浦
生
洛
中
地
理
絵
図
」
に
は
、

大
き
な
土
手
状
の
も
の
が
描
か
れ
て
お
り
、
当
時
の
人
々
も
大
き
な
土
手

が
あ
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
た
よ
う
で
す
が
、「
休
場
」
と
城
内
側
に
記
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
場
所
か
ら
傾
斜
が
き
つ
く
な
る
こ
と
か
ら
、

一
端
休
憩
を
す
る
場
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
だ
け
で
、
屋
嶋
城
で
あ
る

と
い
う
認
識
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
後
、
大
正
六
年
に
関
野
貞
氏

が
地
元
の
松
岡
造
酒
蔵
氏
の
案
内
で
訪
れ
て
、
史
学
雑
誌
に
論
考
を
掲
載

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
が
、
初
め
て
屋
嶋
城
に
関
す
る
学
術
的
研
究
と
言
え

ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
以
後
研
究
が
深
め
ら
れ
な
い
ま
ま
、
昭
和
五
十
五

年
に
高
松
市
教
育
委
員
会
に
よ
っ
て
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
出
土
遺
物
が
屋
嶋
城
よ
り
新
し
か
っ
た
こ
と
や
当
時

の
古
代
山
城
の
調
査
研
究
が
十
分
で
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
評
価
が
で
き
な
い
ま
ま
、
屋
嶋
城
の
存
在
自
体
が
保
留
と

浦生洛中地理絵図  



な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
地
元
研
究
者
の
平
岡
岩
夫
氏
の
石
積
み
遺
構
の
発
見
を

契
機
と
し
て
城
門
が
発
見
さ
れ
調
査
研
究
が
進
み
ま
し
た
。
同
時
に
、

古
代
山
城
研
究
も
前
進
し
て
お
り
、
山
頂
の
城
壁
の
外
に
小
規
模
な

城
壁
を
築
く
例
が
い
く
つ
か
確
認
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
浦
生
の
石

塁
も
同
様
な
遺
構
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
た
め
、
平
成
二
十
一
年
度
か
ら
発
掘
調
査
を
開
始
し
、
当
時

の
地
面
と
想
定
さ
れ
る
箇
所
か
ら
七
世
紀
後
半
の
須
恵
器
が
出
土
し
、

城
壁
の
年
代
は
飛
鳥
時
代
に
遡
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
浦
生
の
石
塁
の
構
造
を
解
明
す
べ
く
、
小
規
模
な
調
査
を

毎
年
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
城
壁
構
造
、
埋
没
し
て
い
る
石

積
み
遺
構
な
ど
、
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
様
々
な

点
が
判
明
し
、
山
頂
の
城
壁
と
と
も
に
屋
嶋
城
を
構
成
す
る
施
設
で 

浦生地区平面図  



             

浦生地区城壁遠景  

浦生地区城壁の石積み  



あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
昨
年
度
か
ら
は
、
物
見
台
と
呼
ば
れ
て
い
る
石
塁
で
最
も
眺
望
の
良
い

場
所
の
調
査
を
開
始
し
ま
し
た
。
な
お
、
浦
生
地
区
の
城
壁
構
造
は
、
大
谷
と
呼
ば
れ
る
北
側
の
谷
ま
で
及
ん
で
い
な

い
と
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
城
壁
自
体
は
建
設
途
中
で
や
め
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
も
あ
り
、
今

後
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

  

３ 

屋
島
の
地
形 

 

今
か
ら
一
四
〇
〇
万
年
前
の
火
山
活
動
に
よ
っ
て
サ
ヌ
キ
ト
イ
ド
を
は
じ
め
と
す
る
多
様
な
安
山
岩
が
噴
出
し
、
後

に
屋
島
と
な
る
凹
地
（
湖
な
ど
）
に
流
入
し
ま
し
た
。
凹
地
に
流
入
し
た
安
山
岩
溶
岩
は
基
盤
の
花
崗
岩
、
凝
灰
岩
類

の
上
に
堆
積
し
、
長
い
年
月
を
か
け
て
安
山
岩
溶
岩
の
周
囲
の
侵
食
が
進
行
し
、
台
地
上
の
メ
サ
地
形
を
形
成
し
ま
し

た
。
花
崗
岩
は
標
高
一
八
〇
メ
ー
ト
ル
以
下
に
認
め
ら
れ
、
北
嶺
で
は
火
山
礫
凝
灰
岩
が
、
花
崗
岩
と
安
山
岩
の
間
に

堆
積
し
て
い
ま
す
。
斜
面
部
に
は
安
山
岩
の
崩
積
土
が
１
〜
２
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
堆
積
し
て
お
り
、
斜
面
の
侵
食
を
食
い

止
め
、
屋
島
の
美
し
い
稜
線
美
を
生
み
出
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
崩
積
土
に
よ
っ
て
小
さ
な
谷
が 



          

埋
め
ら
れ
て
、
谷
が
少
な
い
山
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
長
崎
鼻
近
く
の

斜
面
で
も
、
谷
部
を
埋
め
る
崩
積
土
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

屋島の成り立ち  

屋島のかたち  



４
【
ち
ょ
っ
と
一
息
】
石
切
丁
場
と
石
引
道 

 

遊
鶴
亭
か
ら
下
る
と
途
中
に
屋
島
洞
窟
と
呼
ば
れ
て
い
る
洞 

窟
群
が
分
布
す
る
箇
所
が
あ
り
ま
す
。
明
治
頃
ま
で
採
石
が
行 

わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
が
、
凝
灰
岩
の
採
掘
の
跡
で
、
い
わ
ゆ 

る
石
切
丁
場
と
呼
ば
れ
る
場
所
で
す
。
現
在
は
、
崩
落
の
危
険 

性
が
高
く
、
立
ち
入
り
は
で
き
ま
せ
ん
。
高
松
市
で
は
平
成
二 

十
六
・
二
十
七
年
度
に
屋
島
全
島
の
ヘ
リ
レ
ー
ザ
ー
測
量
を
実 

施
し
、
屋
島
の
地
形
の
分
析
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
、 

こ
の
石
切
丁
場
に
加
え
、
切
り
出
し
た
石
を
海
辺
へ
と
運
び
出 

す
道
、
い
わ
ゆ
る
石
引
道
の
正
確
な
ル
ー
ト
を
押
さ
え
る
こ
と 

が
で
き
ま
し
た
。
２
つ
の
道
が
あ
り
、
長
崎
鼻
の
西
と
東
に
そ 

れ
ぞ
れ
、
切
り
出
し
た
石
材
を
運
び
、
船
で
搬
出
し
た
も
の
と 

考
え
ら
れ
ま
す
。 

屋島洞窟（石切丁場跡）  



 

５ 

長
崎
鼻
古
墳 

当
古
墳
は
長
崎
鼻
の
海
側
に
張
り
出
し
た
丘
陵
の
尾
根
の
最
高
所
に
築
か
れ
て
い
ま
す
。
眼
前
に
広
が
る
瀬
戸
内
海

を
意
識
し
た
立
地
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
後
背
地
が
な
く
、
生
産
基
盤
を
欠
い
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

海
上
交
通
と
の
関
わ
り
や
古
墳
の
造
営
の
基
盤
と
な
っ
た
屋
島
を
含
む
地
域
の
象
徴
的
な
場
所
を
選
ん
で
古
墳
が
造
ら

れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
古
墳
の
年
代
は
５
世
紀
初
頭
と
考
え
ら
れ
、
兵
庫
県
の
五
色
塚
古
墳
（
明
石
海
峡
大

橋
付
近
）
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
な
海
と
の
関
わ
り
を
意
識
し
た
古
墳
と
言
え
ま
す
。 

 

高
松
市
教
育
委
員
会
で
は
平
成
八
〜
十
年
度
か
ら
発
掘
調
査
を
実
施
し
、
三
段
構
造
の
葺
石
を
も
つ
全
長
四
十
五
・

八
メ
ー
ト
ル
の
前
方
後
円
墳
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
墳
丘
の
葺
石
の
残
存
状
況
も
よ
く
、
当
時
の
状

況
を
よ
く
と
ど
め
て
い
ま
し
た
。
墳
丘
頂
部
の
調
査
時
に
、
盗
掘
孔
か
ら
水
銀
朱
に
よ
っ
て
赤
く
染
ま
っ
た
刳
抜
式
石

棺
が
確
認
で
き
、
石
棺
は
阿
蘇
凝
結
凝
灰
岩
製
で
、
熊
本
県
菊
池
川
中
流
域
か
ら
運
ば
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
石
棺
が
明
治
初
年
に
盗
掘
さ
れ
た
記
録
が
『
木
田
郡
誌
』
に
記
さ
れ
て
お
り
、
刀
剣
、
鍔
、
鉄
鏃
な
ど
が
出

土
し
た
よ
う
で
す
。 



             
 

長崎鼻古墳の葺石  

長崎鼻古墳の石棺検出状況  



             

長崎鼻古墳測量図  



６ 
鯨
の
墓 

築
造
の
詳
細
は
不
明
で
す
が
、
江
戸
時
代
に
築
か
れ
た
と
も
言
わ
れ
て
お
り
、
祠
の
中
に
は
ク
ジ
ラ
の
骨
ら
し
き
も

の
が
あ
っ
た
と
い
う
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。『
香
川
新
報
』
の
明
治
三
十
五
年
四
月
八
日
の
記
事
に
潟
元
村
に
打
ち
上

げ
ら
れ
た
ク
ジ
ラ
を
拾
っ
た
人
が
い
る
と
い
う
記
事
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
頃
に
供
養
の
た
め
に
作
ら
れ
た
の
で
は
な
い

か
と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
瀬
戸
内
海
沿
岸
で
は
、
ク
ジ
ラ
の
目
撃
や
漂
着
の
言
い
伝
え
、
鯨
墓
な
ど
が
残
っ
て
お

り
、
そ
の
一
つ
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

７ 

遠
見
番
と
木
里
神
社 

 

江
戸
時
代
に
は
高
松
藩
が
海
上
警
備
や
島
々
と
船
と
の
連
絡
の
た
め
、
船
奉
行
の
配
下
に
遠
見
番
が
置
か
れ
て
い
ま

し
た
。
番
所
に
は
見
張
り
場
や
狼
煙
場
が
置
か
れ
、
連
絡
用
の
船
が
一
艘
配
置
さ
れ
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
長

崎
鼻
に
は
二
人
が
配
置
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
松
平
賴
重
は
長
崎
鼻
の
防
備
上
の
重
要
性
か
ら
元
水
戸
藩
士
の
鈴
木

道
栄
を
住
ま
わ
せ
、
代
々
、
鈴
木
家
が
木
里
神
社
を
お
祀
り
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
木
里
神
社
は
屋
船
句
句
迺
遅
神
（
ヤ

フ
ネ
ク
ク
ノ
チ
ノ
カ
ミ
）
と
い
う
船
の
神
様
を
祭
神
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
創
建
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
先
の
道
栄
が



移
り
住
ん
だ
際
に
は
す
で
に
祀
ら
れ
て
い
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

８ 

砲
台
跡 

 

文
久
三
（
一
八
六
三
）
年
、
高
松
藩
主
の
命
に
よ
り
、
こ
の
地
に
砲
台
が
築
か
れ
、
東
の
大
串
鼻
、
庵
治
の
鎌
野
、

下
笠
居
の
神
在
鼻
砲
台
と
と
も
に
海
防
を
整
備
し
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
御
台
場
で
す
。
潟
元
の
地
蔵
寺
に
は
御
固
場
を

設
置
し
、
郷
侍
の
ほ
か
兵
士
が
配
置
さ
れ
る
な
ど
、
堅
固
な
防
備
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

藤
川
三
溪
の
『
叩
心
編
』
に
よ
れ
ば
、
中
・
下
段
に
そ
れ
ぞ
れ
三
門
の
大
砲
を
設
置
し
て
い
た
と
書
か
れ
て
い
ま
す

が
、『
山
田
郡
潟
元
村
長
崎
之
岬
旧
砲
台
見
取
図
』
に
よ
れ
ば
、
北
の
海
上
へ
と
向
け
て
上
中
下
段
に
分
か
れ
て
、
平
場

が
構
築
さ
れ
、
上
段
は
土
塁
に
囲
ま
れ
た
広
い
空
間
が
あ
り
、
中
・
下
段
に
は
土
塁
の
各
所
が
切
れ
て
お
り
、
大
砲
を

備
え
て
い
た
場
所
が
確
認
で
き
ま
す
。
下
段
は
円
形
の
石
積
み
に
よ
っ
て
造
成
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
、

樹
木
の
繁
茂
や
台
風
な
ど
に
よ
る
被
害
が
著
し
い
状
態
で
す
。 

 

こ
の
ほ
か
に
、
木
里
神
社
の
南
北
両
側
に
有
事
の
際
の
連
絡
手
段
と
し
て
狼
煙
場
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
長
崎
鼻

に
関
す
る
史
跡
は
砲
台
跡
と
古
墳
が
知
ら
れ
る
の
み
で
す
が
、
立
地
か
ら
考
え
る
と
、
海
に
関
わ
る
施
設
が
ほ
か
の
時



代
に
も
存
在
し
た
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

 

長崎鼻砲台跡遠景  

長崎鼻砲台跡下段の石積み  



             

長崎鼻砲台跡模式図  



参
考
文
献 

大
石
一
句
一
九
八
〇
『
屋
島
の
あ
ゆ
み
』 

高
松
市
・
香
川
大
学
天
然
記
念
物
屋
島
調
査
団
二
〇
一
四
『
天
然
記
念
物
屋
島
調
査
報
告
書
』 

高
松
市
教
育
委
員
会
二
〇
〇
三
『
史
跡
天
然
記
念
物
屋
島
』 

高
松
市
商
工
観
光
課
一
九
六
二
『
観
光
学
術
読
本 

屋
島
』 

高
松
市
歴
史
資
料
館
二
〇
一
五
『
史
跡
・
天
然
記
念
物
屋
島
指
定
八
十
周
年
記
念
企
画
展
』 

松
原
秀
明
編
一
九
八
一
『
日
本
名
所
風
俗
図
会
』
十
四 

四
国
の
巻 

屋
島
文
化
協
会
二
〇
一
〇
『
屋
島
風
土
記
』 

     

屋嶋城跡浦生地区出土の須恵器  



 



             

１０月２５日（日）ことでんバス健康ランド前からの復路 

◆ことでんバス（屋島大橋線上り） 

（健康ランド前）   （高松駅）     （瓦町） 

   11：50 発  →   12：09  →   12：20 着 

    12：50 発  →   13：09  →   13：20 着 

次次回回ののふふるるささとと探探訪訪はは……   

テ － マ  宇多津の社寺を訪ねる（予定） 

 と  き  平成２７年１１月２２日（日） 

       ９：３０～１２：００頃 

集合場所  宇多津町役場北側  

町民コミュニティ会館正面入口付近 

講  師  奥村 貞夫さん（宇多津町文化財保護協会会長） 

☆公共交通機関を御利用ください。 

☆広報「たかまつ」１１月１５日号に開催案内を掲載します 

  ので、御覧ください。 

☆小雨決行。警報発令等により中止の場合のみ、 

文化財課（TEL839-2660「午前７時３０分～開始時間まで」）で 

  お知らせします。（電話が通じない場合は、「実施」です。） 

--------------------------------------------------------- 

★次回の交通案内★ 

◆ことでん長尾線上り  →乗り換え→ ◆JR 予讃線    

（瓦町） （高松築港駅）       （高松駅） （宇多津駅） 

 8：32 →    8：36    …徒歩 7 分…   8:45 →   9:10 着  



 

        

「ふるさと探訪」に 

参加される皆様へ 

 

※参加中は、次のことに充分留意

し、意義のある探訪としましょ

う。 

 
 

 

１ 交通ルールを守り、交通安全を心がけましょう。 

  （必ず歩道を歩き、歩道が無いところでは、 

道路の端を一列で歩きましょう。） 

 

２ 無理をせず、体調には十分気を付けましょう。 

 

３ 引率者の指示に従い、整然と行動しましょう。 

 

４ マナーを守り、他人に迷惑がかからないよう気を 

  つけましょう。 

 

５ 文化財や自然を大切にしましょう。 


